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区  分 概   要 
１．個別検討事項 空コンテナの仮陸揚対応 

 

２．現行仕様 空コンテナの仮陸揚届について「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務等*において
登録が行えないことから、システムによる提出ができない。 

３．見直しの経緯 
（利用者の要望等） 

システムによる提出が出来ないため、システム化を望む声が大きい。 

4.  次期仕様 空コンテナの仮陸揚届をシステムで提出できるよう見直しを行う。 
 
システムにより登録された仮陸揚空コンテナについて、既存の管理資料に件数等が
計上されるように、既存管理資料の見直しを行う。（継続検討中） 

１．空コンテナの仮陸揚対応に係る処理の見直しの概要 

*「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務等… 「積荷目録情報登録（ＭＦＲ）」業務 
                      「積荷目録情報訂正（積荷目録提出業務前）（ＣＭＦ０１）」業務 
                    「積荷目録情報訂正（積荷目録提出業務後）（ＣＭＦ０２）」業務 
                      「積荷目録情報訂正（次船卸港の追加）（ＣＭＦ０３）」業務 
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２．現行における仮陸揚空コンテナ運用フローにおける問題点 

積荷目録情報登録 
ＭＦＲ 

積荷目録提出 
ＤＭＦ 

保税運送申告 
ＯＬＣ 

ＣＹ搬出確認登録 
ＣＹＯ 

ＣＹ搬入確認登録 
ＣＹＡ 

船積情報登録 
ＣＬＲ 

船積確認登録 
ＣＣＬ 

積荷目録情報訂正 
（次船卸港の追加） 
ＣＭＦ０３ 

仮陸揚空コンテナの 
登録ができない 

仮陸揚届 
堤出情報 
ＳＡＳ０１２ 仮陸揚空コンテナを 

出力できない 

仮陸揚空コンテナの 
保税運送ができない 

仮陸揚空コンテナの 
登録ができない 

海貨、通関 
ＣＹ 等 

船卸確認登録 
ＰＫＩ 

現 行 

下記吹き出し部分で示したとおり、システム上空コンテナの仮陸揚処理に対応していない。 
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３－１．次期における対応（ＭＦＲ、ＣＭＦ０１、ＣＭＦ０２の変更） 

仮陸揚貨物の搬入時保税運送自動起動の旨の 
入力は不可 

次 期 

空コンテナと仮陸揚識別「２８：仮陸揚貨物」の同時入力を可能とする。 
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保税運送を行う場合 

積荷目録情報登録 
ＭＦＲ 

積荷目録提出 
ＤＭＦ 

船卸確認登録 
ＰＫＩ 

保税運送申告 
（マニュアル） 

ＣＹ搬出確認登録 
ＣＹＯ 

ＣＹ搬入確認登録 
ＣＹＡ 

船積情報登録 
ＣＬＲ 

船積確認登録 
ＣＣＬ 

積荷目録情報登録 
ＭＦＲ 

船会社、通関、 
海貨、ＣＹ 等 

次港 

仮陸揚空コンテナの登録※を可能とする。 
※空コンテナと仮陸揚識別「２８」の同
時入力。 

ＭＦＲにおいて仮陸揚空コ
ンテナを登録した場合に、
仮陸揚届を出力する。 

保税運送申告のシス
テム化は行わない。 

ＣＭＦ０３ではなく、
ＭＦＲで次港を登録。 

３－２．次期における仮陸揚空コンテナフロー（案） 

仮陸揚届 
堤出情報 

システムにて搬出要件が設定されないた
め、到着地等は登録しない※。 
※ＩＣＮで照会した場合は、発送地から
搬出した旨のみを表示する。 
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